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徳島県教育委員会

令和２年度

小学校 国語科
～一人一台端末を使用した授業づくり～
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１．学習指導要領上の位置づけとICT活用のイメージ

２．ICTを活用した授業事例
・「一人一台端末」活用事例
・その他の活用事例（領域ごとに）

4

資質・能力の三つの柱



2

5

【留意点】

○資質・能力の育成により効果的な
場合にICTを活用する。

○限られた学習時間を効率的に運用
する観点からもICTを活用する。

6

ICT活用はあくまで手段であり，活用に当
たっては，育成を目指す資質・能力の関連
を明確にすることが重要である。

7

ICTの効果的な活用におい
ても，この学習過程を踏まえ
て活用場面を考えることが
できる。

8

１．学習指導要領上の位置づけとICT活用のイメージ

２．ICTを活用した授業事例
・「一人一台端末」活用事例
・その他の活用事例（領域ごとに）
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活用事例（話すこと・聞くこと）
考えたことを表現・共有する場面

10

活用事例①（話すこと・聞くこと）の実際

【利点】
・自分のめあてにそって，自分のペースで何度も練習ができる。
・自分の表現を客観的に見たり聞いたりすることができる。
・授業後に，教師が子供一人一人の評価をすることができる。

タブレット型端末を使って音読練習を録画して練習に活用

繰り返し練習，考えたことを表現・共有

11

活用事例①（書くこと）
情報を収集して整理する場面

12

活用事例①（書くこと）

タブレット型端末を使って情報を収集し，まとめる。

【利点】
・構成を考えて修正することができる。
・協働作業でまとめることが容易。

情報を収集・整理
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活用事例②（書くこと）

タブレット型端末で撮影したもの（素材）を詩や俳句の題
材として活用する。

2年

活用事例②（書くこと）の実際

タブレット型端末で撮影
した画像を見ながら見
つけたことをホワイトボ
ードに書き込んでいく。

タブレット型端末で撮影。

自
分
の
撮
影
し
た
画
像
に
文
章
を
書
い
て
、

発
表
す
る
。
（
案
１
）
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【
利
点
】

・
何
度
も
や
り
直
せ
る
の
で
取
り
掛
か
り
や
す
い
。
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録
に
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の
で
、
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活用事例①（読むこと）
自分の考えたことを深める場面

18

活用事例①（読むこと）
【
利
点
】

・
色
を
変
え
な
が
ら
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め

視
覚
で
捉
え
、
思
考
が
整
理
し
や
す
い
。

・
他
者
と
の
意
見
を
比
較
し
や
す
い
。

考
え
を
深
め
る

大
事
な
文

活用事例②（読むこと）
考えたことを共有する場面

意見・考えを書き込んだスライドや，書き込みをし
たデジタル教科書・教材を映す。

20

【利点】

・学習課題に対する互いの状況を把握しながら作業するこ
とができる。

・意見交流が活発になり，学習内容への思考を深めること
が可能となる。

・互いの考えを視覚的に共有することができる。

・グループ内の議論を深め，学習課題に対する意見整理を
円滑に進めることが可能となる。

・一度に全員の考えが分かり，自分との共通点や相違点を比
べることができる。

表現・共有
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学習の目的を明確にもち，
創意工夫を生かした

新たなまなびのツールの効果的な活用で，
学習指導のいっそうの充実を


